
 

 

 

 

 

令和５年度も残りひと月となりました。先日は、日程を変更し延期としていた保育参観日にも関わらず、

多くのご家庭の皆様においでただき、子供たちの成長した姿を参観していただくことができました。ありが

とうございました。子供たち一人一人が目を輝かせ自信にあふれた表情や姿を見せてくれました。 

3月のカレンダーを目前に、年長児のクラスからは、修了に向け自信に満ちた歌声が聞こえ始めています。

年少児、年中児の子供たちは、年長児のかっこいい姿を見ながら、「今度は、自分たちが年長さん、年中さん」

という気持ちで、新しい遊びや行事に向け、意欲的に取り組む姿が見られています。 

 今年度、新型コロナウイルス感染症が 5類に移行され、園の行事も保護者の皆様のご理解とご協力のおか

げで、コロナ禍前に少しずつ近づくことができました。職員一同、深く感謝いたしております。 

ありがとうございました。残りの１か月は、更に大きく成長してくれる子供たちだと思います。 

できるようになったことを大いに褒めて認めていきましょう。 

                                   園長 武 田  由 美 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す ぎ の こ 令和６年２月２９日 

栗原市立築館幼稚園 

１日（月）～7日（日） 学年始休業日 

８日（月） 第 1学期始業式 

１０日（水） 入園式（新入園児のみ参加）

継続児は臨時休業日 

２６日（金） 保育参観日・保護者会総会 

 

※４月の主な行事予定のみお知らせします。 

【 今 月 のめあて 】  教育目標：心豊かにたくましく生きる子どもの育成 
 

【３歳児】 ○自分の思いを伝えたり、相手の気持ちに気付いたりしながら、一緒に遊ぶ中でつながり

を深められるようにする。  

○大きくなったことを喜び、進級への期待をもって過ごせるようにする。 

○身近な自然に親しみ、自然の変化や春の訪れを感じられるようにする。 

【４歳児】 ○活動に意欲的に取り組み、大きくなった喜びや進級への期待をもてるようにする。 

      ○身近な自然の変化に気付き、春の訪れに関心をもてるようにする。 

【５歳児】 ○就学への期待をもち、自信をもって生活ができるようにする。 

      〇教師や友達と一緒に好きな遊びを楽しみ、園生活の思い出を深められるようにする。 

１日（金）ひなまつり誕生会 

４日（月）すぎのこ集会 

７日（木）お話会（3歳児） 

８日（金）お別れ会 

１２日（火）修了式予行練習 

１４日（木）修了式（3歳児 4歳児臨時休業日） 

１９日（火）食育「弁当の日」 

２２日（金）第 2学期終業式 

２５日（月）～３１日（日） 学年末休業日 



３月の一時預かり保育利用について 

３月に一時預かり保育を利用する方（平日・土曜）は、利用申請を３月６日（水）までに提出してくださ

い。申請時に、午後の利用希望日数×１００円を集金させていただきますので、ご準備ください。事務処理

の都合により、利用取り下げした場合も、返金できませんのでご了承ください。 

 

 

３月１１日は「みやぎ鎮魂の日」 

 

  東日本大震災から１３年目を迎えます。まだ生まれていなかった子供たちがテレビで当時の映像を見た

ときに、私達大人はどんなことを子供たちに伝えていくことが必要なのでしょうか・・・・。 

 幼稚園では、みやぎ防災教育副読本～未来へのきずな～「みんな えがおで」という絵本を活用しなが 

ら、震災の教訓を踏まえて命をまもることの大切さや、いつもみんなが笑顔で生活できるようになってほ 

しいという思いを伝えています。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害食を体験しよう！ 

  3月１１日の給食は、備蓄のアルファ米を試食します。お湯を注いで 30分～40分待つと食べられる

というご飯です。おかずには、さかなの缶詰を試食します。（もちろん、汁物や果物もありますので安心

してくださいね。）ぜひお子さんから感想を聞いてみてください。 

 

  

みやぎ防災教育副読本～未来へのきずな～ 

「みんな えがおで」（絵本） 

＜あらすじ＞ 

4人家族のきずな君が家族と食事をしながら、幼稚

園での地震発生時の避難訓練について話をしていま

す。「どうして避難訓練が必要なの？」と疑問に思

うきずな君に、東日本大震災の様子をリアルに伝え

ます。 

震災発生後の様子、避難所での生活、町の復旧、 

復興・・ 

そして、いつ起こるかわからない地震。  

そこからきずな君は、地震が起きたとき、どのよう

にすればよいのかを考えることができました。 

 ☆子供の心をちょっと覗いてみませんか？ 

『おかあさん おとうさん こっちむいて！！』 

 日々忙しくて、子供の気持ちを置き去りにしていることはありませんか？毎日忙しくて、なか
なか余裕がもてないこともあると思いますが、ほんの少しの間だけでも膝に抱き、顔をみてあげる
だけで、子供は「ほっ」として安心感を感じます。 
毎日のお迎えの時でも、まずお子さんの顔を見て、「ただいま」の気持ちを伝えることが、子供に

とってとてもうれしいものです。大人もまた、かわいい子供の笑顔に疲れも吹っ飛びますよね。 

 


